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“ふるさとちば”のための政策推進を
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進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
た
に
発
注
す
る
函

渠
工
事
が
２
年
か
か
る
と

い
い
、開
通
は
令
和
8
年
度
以
降

に
な
る
と
思
う
。今
年
3
月
に
銚

子
連
絡
道
路
が
匝
瑳
市
ま
で
開

通
し
て
地
元
の
期
待
も
高
まって

お
り
早
期
の
開
通
を
要
望
す
る
。

　

銚
子
バ
イ
パ
ス
の
現
況

　

宮
川
議
員　
国
道
3
5
6
号

は
、
幅
員
が
狭
く
、
慢
性
的
な
渋

滞
の
た
め
、
銚
子
バ
イ
パス
事
業
が

進
め
ら
れ
てい
る
が
、こ
ち
ら
も
工

期
が
遅
れ
てい
る
。国
道
3
5
6

　
銚
子
市
及
び
香
取
郡
東
庄
町
選
出
で
故
郷
の
活
性
化
と
発

展
に
情
熱
を
注
ぐ
宮
川
太
議
員
は
、
6
月
議
会
一
般
質
問
に

登
壇
し
、
銚
子
地
域
の
課
題
で
あ
る
国
道
の
拡
幅
・
バ
イ
パ

ス
を
始
め
、エ
コ
農
産
物
、公
金
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
、フ
ェ
ー

ズ
フ
リ
ー
、
消
防
団
の
活
性
化
、
銚
子
商
業
高
校
の
改
修
の

遅
れ
等
に
つ
い
て
当
局
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要

を
お
伝
え
し
ま
す
。

6月県議会　一般質問6月県議会　一般質問
　

八
木
拡
幅
の
進
捗
状
況

　

宮
川
議
員　
道
路
問
題
は
、

登
壇
時
に
必
ず
質
問
し
、
千
葉

県
最
東
端
の
銚
子
地
域
に
は
最

重
要
課
題
で
あ
る
。

　

キ
ャッ
シ
ュレ
ス
化
の
状
況

　

宮
川
議
員　
公
金
の
キ
ャ
ッ

シ
ュレ
ス
決
済
は
、
県
税
や
水
道

料
金
な
ど
県
民
に
身
近
な
も
の

か
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

納
付
手
続
き
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
の
取
組
状
況
は
ど
う

か
。
　
会
計
管
理
者　
キ
ャッ
シ
ュレ

ス
化
は
、
県
民
の
利
便
性
向
上

に
資
す
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
、

　

銚
子
市
か
ら
首
都
圏
への
主
要

な
ル
ー
ト
は
、①
国
道
1
2
6
号

を
南
下
し
、
銚
子
連
絡
道
路
か
ら

圏
央
道
に
接
続
②
国
道
3
5
6

号
を
利
根
川
沿
い
に
西
進
し
、
東

関
道
・
圏
央
道
に
接
続
す
る
ル
ー

ト
が
あ
る
。

　

国
道
1
2
6
号
は
、
急
勾
配

で
見
通
し
の
悪
い
カ
ー
ブ
が
あ
る
た

め
、
県
で
は
八
木
拡
幅
と
し
て
バ

イ
パス
整
備
を
進
め
てい
る
が
工
期

が
遅
れ
てい
る
。

　

国
道
1
2
6
号
・
八
木
拡
幅

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
銚
子
連
絡

道
路
の
一
部
を
成
す
八
木
拡
幅

で
は
、
旭
市
八
木
〜
銚
子
市
親
田

町
の
3
㎞
区
間
で
、
道
路
改
良
工

事
や
大
型
函
渠
工
事
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

発
注
中
の
新
た
な
大
型
函
渠

工
事
は
、
工
期
約
2
年
で
、
今
年

度
は
磯
見
川
を
渡
る
橋
梁
の
工

事
に
も
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

残
る
用
地
の
取
得
を
進
め
、一

日
も
早
く
供
用
で
き
る
よ
う
推

率
化
や
県
民
の
利
便
性
向
上
に

効
果
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

県
で
は
、
県
民
に
身
近
な
手

続
の
キ
ャッ
シュレ
ス
化
を
進
め
て

お
り
、
県
立
高
校
の
令
和
6
年

度
入
学
料
は
電
子
申
請
手
続
を

活
用
し
、
全
体
の
約
85
％
に
当

た
る
2
万
件
以
上
で
、キ
ャッ
シュ

レ
ス
決
済
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
県
民
の
利
便

性
が
高
ま
り
、
大
き
な
効
果
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
更
に
、
電
子
申
請
手
続
を

活
用
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

の
導
入
を
進
め
、
社
会
全
体
の

生
産
性
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

14
年
か
ら
運
用
し
て
い
る
。

　
こ
の
制
度
は
、
創
設
時
は
先

進
的
な
取
組
だ
っ
た
が
、
現
在

は
、
他
に
様
々
な
制
度
が
あ
り
、

価
値
も
変
わ
って
き
た
と
思
う
。

　
「
ち
ば
エ
コ
農
産
物
」に
つ
い

て
、
県
の
認
識
は
ど
う
か
。

　
農
林
水
産
部
長　

こ
の
制

度
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業

の
推
進
に
寄
与
す
る
一
方
、
価

格
に
反
映
さ
れ
に
く
い
こ
と
や
、

病
害
虫
の
発
生
拡
大
等
に
よ
り
、

平
成
21
年
度
を
ピ
ー
ク
に
取
組

が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、昨
年
度
開
始
し
た「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
」に
基

づ
く
計
画
で
化
学
農
薬
等
を
削

減
す
る
目
標
を
設
け
て
お
り
、

県
と
し
て
は
、「
ち
ば
エ
コ
農
産

物
」の
認
知
度
向
上
や
安
定
的

に
栽
培
で
き
る
技
術
開
発
に
取

り
組
む
な
ど
、
引
き
続
き
、
取

組
拡
大
に
向
け
て
生
産
者
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
費
者
が
こ
の
ブ
ラ

ン
ド
を
知
ら
な
け
れ

ば
、
い
く
ら
生
産
者
が
努
力
し

て
も
付
加
価
値
に
な
ら
な
い
。

更
に
推
進
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

ま
ず
は
消
費
者
へ
の
理
解
促
進

に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

6月県議会一般質問に
登壇した宮川太議員

積
極
P
R
を

積
極
P
R
を

積
極
P
R
を

エ
コ
農
産
物

エ
コ
農
産
物

早
期
開
通
、強
く
望
む

早
期
開
通
、強
く
望
む

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
に
規

定
す
る
約
千
の
手
続
の
う
ち
、

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
等
の
窓
口

納
付
に
係
る
約
1
3
0
の
手
続

で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
可

能
と
し
、
納
入
通
知
書
で
の
支

払
い
も
、
キ
ャッ
シュレ
ス
決
済
対

応
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
納
税
証
明
書
の
交
付

な
ど
の
収
入
証
紙
に
よ
る
手
続

き
は
、
電
子
申
請
手
続
に
よ
り
、

約
8
0
0
の
う
ち
約
20
の
手
続

で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
可
能

と
な
って
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
た
に
准
看
護

師
試
験
な
ど
の
手
続
に
つい
て
拡

大
し
、
併
せ
て
、
収
入
証
紙
制

度
の
廃
止
に
つ
い
て
検
討
を
始

め
、県
民
の
利
便
性
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

収
入
証
紙
に
よ
る
約

8
0
0
の
手
続
き
に
も

廃
止
を
検
討
す
る
と
の
答
弁

だ
っ
た
の
で
大
い
に
期
待
し
て

い
る
。

　

費
用
対
効
果
の
考
え

　

宮
川
議
員　
県
民
の
利
便
性

向
上
に
は
積
極
的
に
取
り
組
む

べ
き
だ
が
、
一
方
で
収
納
手
数

料
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
そ
の

費
用
対
効
果
も
整
理
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
推
進
に

向
け
、
そ
の
費
用
対
効
果
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
知
事　
納
付
手
続
で
キ
ャ
ッ

シ
ュレ
ス
決
済
導
入
に
よ
り
、
収

納
手
数
料
等
の
県
の
負
担
が
生

じ
る
も
の
の
、
収
納
業
務
の
効

八木拡幅・銚子バイパス八木拡幅・銚子バイパス八木拡幅・銚子バイパス

号
・
銚
子
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
状

況
は
ど
う
か
。

　

県
土
整
備
部
長　
銚
子
バ
イ

パス
で
は
、
現
在
、
銚
子
市
長
塚

町
〜
芦
崎
町
の
3
㎞
区
間
で
全
線

に
わ
た
り
、
道
路
改
良
工
事
な
ど

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
3
月
に
、
最
後
の
用
地
を

締
結
し
ま
し
た
が
、
建
物
な
ど
の

移
転
、
そ
の
後
の
工
程
を
考
慮
す

る
と
、
本
年
秋
頃
の
供
用
は
困
難

な
状
況
で
す
。

　

県
と
し
て
は
、一
日
も
早
く
供

用
で
き
る
よ
う
、
整
備
を
進
め
て

「
収
入
証
紙
」廃
止
を
検
討

公
金
の
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
化
へ

ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
、
整
備
中
の
区

間
は
、
令
和
5
年
度
の

開
通
が
見
直
さ
れ
、
改
め
て
示

さ
れ
た
令
和
6
年
秋
頃
の
開
通

も
困
難
に
なっ
た
こ
と
は
、
本
当

に
残
念
で
な
ら
な
い
。
残
る
工
事

を
計
画
的
に
進
め
、一
日
も
早
く

完
成
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　
ま
た
、東
庄
町
の
通
称
北
ル
ー

ト（
県
道
下
総
橘
停
車
場
東
城

線
）に
つ
い
て
、
必
要
な
対
策
等

を
速
や
か
に
行
い
、一
日
も
早

い
完
成
を
要
望
す
る
。

要望

要望

要望

要望

　

ち
ば
エ
コ
農
産
物
の
取
組

　

宮
川
議
員　
千
葉
県
で
は
、

自
然
環
境
への
負
荷
を
軽
減
し
、

持
続
的
な
農
業
の
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
消
費
者
に
安
心
・

安
全
な
農
産
物
を
供
給
で
き
る

よ
う
、
独
自
に「
ち
ば
エコ
農
産

物
」
と
い
う
認
証
制
度
を
平
成

宮川ふとし
●県政や銚子市・東庄町のご相談、ご意見をお寄せください●県政や銚子市・東庄町のご相談、ご意見をお寄せください

県　議
事務所

TEL（0479）26－3915  FAX（0479）26－3916
〒288－0041 銚子市中央町18－11



　
消
防
団
検
討
会
の
報
告

　

宮
川
議
員　
県
で
は
、
県
内

の
消
防
団
員
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
把
握
し
た
課
題
と

解
決
の
方
向
性
に
つい
て「
活
性

化
検
討
会
」を
設
置
し
て
検
討

し
た
と
聞
く
。

　

本
年
3
月
の
報
告
書
に
よ
る

と
、
消
防
団
員
の
減
少
、
操
法

大
会
の
負
担
な
ど
様
々
な
課
題

が
抽
出
さ
れ
今
後
の
活
動
に
つい

て
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
避
難
施
設
で
の
電
源
確
保

　

宮
川
議
員　
我
が
党
は
、
普

段
使
う
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
が
、
平

時
・
災
害
時
の
両
局
面
で
活
用

で
き
る
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
考
え

方
を
防
災
対
策
推
進
に
取
り
入

れ
る
よ
う
訴
え
、
私
も
登
壇
時

に
取
り
上
げ
て
き
た
。

　

災
害
時
に
避
難
生
活
を
送
る

上
で
電
力
確
保
は
非
常
に
重
要

で
、
冷
暖
房
設
備
の
活
用
、
スマ

ホ
等
に
よ
る
情
報
収
集
に
欠
く

こ
と
は
で
き
な
い
。

　
避
難
所
に
指
定
さ
れ
る
県
有

施
設
に
、
発
電
機
だ
け
で
な
く

太
陽
光
発
電
や
蓄
電
池
を
設
置

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
防
災
危
機
管
理
部
長　
県
で

は
、
千
葉
県
庁
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
プ

ラ
ン
で
県
有
施
設
へ
の
太
陽
光

発
電
設
備
の
導
入
拡
大
を
推
進

し
て
お
り
、
ま
た
、
避
難
所
を

含
む
防
災
拠
点
等
に
太
陽
光
発

電
設
備
を
導
入
す
る
際
は
、
原

則
と
し
て
、
蓄
電
池
を
併
せ
て

設
置
す
る
な
ど
、
電
源
の
確
保

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
平
時
と
災
害
時
の

区
別
な
く
活
用
が
可
能
な
太
陽

光
発
電
設
備
な
ど
の
導
入
を
進

め
、 フェー
ズ
フ
リ
ー
の
考
え
方
も

踏
ま
え
た
多
様
な
非
常
用
電
源

の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　
今
後
も
フ
ェ
ー
ズ
フ

リ
ー
の
考
え
方
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
、
多
種
多
様
な

非
常
用
電
源
の
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
電
気
自
動
車
の
活
用

　

宮
川
議
員　
近
年
普
及
し
つ

つ
あ
る
電
気
自
動
車
は
、
災
害

時
の
非
常
用
電
源
と
し
て
も
注

目
さ
れ
る
。
電
気
自
動
車
を
活

用
し
た
電
力
確
保
に
つ
い
て
、

に
な
り
、
学
校
の
ト
イ
レ
、
特
に

体
育
館
の
洋
式
化
は
重
要
だ
。

　
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の

観
点
か
ら
も
、
県
立
学

校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
に
つ
い
て
、

体
育
館
を
含
め
早
期
に
確
実
に

進
む
よ
う
要
望
す
る
。

業
等
へ
の
教
育
活
動
に
影
響
は

生
じ
て
い
ま
せ
ん
が
、
全
体
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
に
よ
り
、
海

洋
校
舎
へ
の
移
転
時
期
が
変
更

と
な
る
こ
と
か
ら
、
在
校
生
を

は
じ
め
、
同
校
へ
の
進
学
を
希

望
す
る
中
学
生
、
保
護
者
な
ど

へ
周
知
を
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
学
校
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
校
舎
か
ら
海
洋
校

舎
へ
の
移
転
時
期
が
変

更
と
な
る
と
、
現
1
・
2
年
生

や
今
後
入
学
す
る
生
徒
・
保
護

者
へ
影
響
が
出
る
た
め
、
移
転

時
期
は
し
っ
か
り
周
知
す
る
よ

う
要
望
す
る
。

員
の
負
担
軽
減
に
向
け
た
取
組

状
況
等
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

効
果
的
な
取
組
に
つい
て
共
有
を

図
る
な
ど
、
消
防
団
活
性
化
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
消
防
団
の

活
性
化
に
向
け
た
取
組

を
進
め
る
と
と
も
に
、 

消
防
団

員
の
声
に
耳
を
傾
け
、
消
防
団

員
に
寄
り
添
っ
た
取
組
を
進
め

る
よ
う
要
望
す
る
。

入
札
不
調
2
度
で
遅
れ

宮川ふとし県議会リポート

非常用電源の確保へ非常用電源の確保へ

　

検
討
会
報
告
書
を
受
け
市
町

村
に
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を

行
っ
た
の
か
。
　

　
知
事　
県
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
や
検
討
会
報
告
書
を
踏
ま

え
、 

本
年
4
月
、
市
町
村
等
に

様
々
な
課
題
解
決
し

消
防
団
の
活
性
化
を

銚
子
商
業
高
校
の
大
規
模
改
修

対
し
、
消
防
団
の
活
性
化
に 

向

け
て
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き

事
項
を
通
知
し
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
団
員
の
負
担
軽

減
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の
た

め
、
操
法
大
会
等
の
行
事
や
訓

練
内
容
の
見
直
し
、
消
防
団
の

役
割
の
理
解
促
進
、
処
遇
改
善

な
ど
に
つい
て
積
極
的
な
取
組
を

促
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
市
町
村
に
お
け
る
団

業
系
専
門
学
科
で
、
地
域
産

業
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
増
や

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
教
育
長　
「
千
葉
県
教
育
振

興
基
本
計
画
」で
は
、
学
校
が

地
域
の
企
業
等
と
連
携
し
、
地

域
で
必
要
と
さ
れ
る
人
材
育
成

の
た
め
の
職
業
教
育
の
推
進
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

銚
子
商
業
高
校
で
は
、
1
年

生
全
員
と
海
洋
科
の
3
年
生
を

対
象
に
、
銚
子
市
や
風
力
発
電

会
社
、
地
元
漁
協
に
よ
る
出
前

授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
地
元
団
体
と
連
携
し
、

海
洋
環
境
調
査
の
講
演
会
を
予

定
す
る
な
ど
地
域
産
業
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
銚
子
沖
に
は
全
国
に

先
駆
け
洋
上
風
力
発
電

が
で
き
る
の
で
、
海
洋
科
と
連

携
さ
せ
る
な
ど
地
場
産
業
と
連

携
し
た
授
業
の
充
実
を
図
り
、

地
元
へ
の
就
職
に
つ
な
が
る
取

組
を
一
層
、
推
進
す
る
よ
う
要

望
す
る
。

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
県
立
高

校
1
2
1
校
の
う
ち
1
0
7
校
、

県
立
特
別
支
援
学
校
37
校
の
う

ち
22
校
が
市
町
村
の
指
定
避
難

所
に
なって
い
る
。

　

学
校
が
避
難
所
に
な
れ
ば
、

お
年
寄
り
等
が
避
難
す
る
こ
と

や
企
業
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

電
気
自
動
車
等
を
活
用
し
た
電

力
確
保
の
取
組
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
県
立
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

　

宮
川
議
員　
学
校
施
設
は
、

災
害
時
に
避
難
所
と
し
て
活
用

ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
防
災
危
機
管
理
部
長　
県
で

は
、
令
和
4
年
6
月
か
ら
実
施

し
て
い
る 「
電
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
制
度
」に
よ
り
、
県
内
企

業
や
県
民
の
方
が
所
有
す
る
電

気
自
動
車
等
を
電
源
と
し
て
活

用
す
る
ほ
か
、
県
内
の
自
動
車

販
売
会
社
と
協
定
を
締
結
し
、

災
害
発
生
時
に
電
気
自
動
車
等

を
借
り
受
け
、
避
難
所
等
に
配

置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
避
難
所
の
良
好
な

環
境
の
維
持
に
向
け
て
、
県
民

　

一
時
移
転
先
と
な
る
海
洋
校

舎
は
、
全
面
移
転
に
必
要
な
機

能
を
整
備
す
る
た
め
の
基
本
設 

計
と
実
施
設
計
を
令
和
5
年
度

ま
で
に
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
校
舎
は
、
実
施
設
計
の
入

札
を
令
和
5
年
度
中
に
2
度
実

施
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
不

調
と
な
り
、
本
年
度
中
に
改
め

て
入
札
を
実
施
す
る
予
定
で
、

海
洋
校
舎
を
含
め
て
全
体
ス
ケ

ジ
ュー
ル
を
見
直
し
ま
す
。

　
入
札
不
調
の
影
響

　

宮
川
議
員
　
入
札
不
調
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
教
育

活
動
に
影
響
は
な
い
の
か
。

　
教
育
長　
こ
れ
ま
で
に
、
授

要望

要望

要望

要望

自席から再質問する宮川議員

県
立
高
校
の

職
業
系
学
科
「
全
国
公
募
」導
入
せ
よ

て
適
切
に
施
設
整
備
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
銚
子
商
高
の
大
規
模
改
修

　

宮
川
議
員
　
銚
子
商
業
高

校
の
大
規
模
改
修
の
取
組
状
況

は
ど
う
か
。

　
教
育
長　
銚
子
商
業
高
校
に

は
、
本
校
舎
と
海
洋
校
舎
が
あ

る
た
め
、
ま
ず
海
洋
校
舎
に
一

時
的
に
全
面
移
転
し
た
上
で
本

校
舎
の
大
規
模
改
修
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
3
月
に
建
設
予
定
地
を

取
得
し
、
9
月
ま
で
に
実
施
設

計
を
終
え
、
令
和
７
年
度
か
ら

建
設
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

県
と
し
て
は
、
令
和
9
年
度

中
の
開
設
に
向
け
て
計
画
的
か

つ
着
実
に
事
業
の
進
捗
を
図
って

ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
9
年
度
中
の
開

設
に
遅
れ
が
生
じ
な
い

よ
う
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ

　
銚
子
児
相
の
整
備
状
況

　

宮
川
議
員
　
銚
子
児
童
相

談
所
の
建
替
え
移
転
の
進
捗
状

況
は
ど
う
か
。

　
健
康
福
祉
部
長　
銚
子
児

童
相
談
所
は
、
一
時
保
護
所
の

定
員
を
増
や
し
、
小
学
生
以
上

の
居
室
を
原
則
個
室
と
す
る
ほ

か
、
面
接
室
を
増
や
す
な
ど
、

児
童
の
生
活
環
境
改
善
や
業
務

の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
銚
子

市
内
で
の
移
転
・
建
替
え
を
進

詳
細
に
調
査
す
る
ほ
か
、
地
元

市
町
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域

産
業
の
後
継
者
確
保
や
育
成
の

可
能
性
を
広
げ
る
た
め
、
ま
ず

は
水
産
系
の
学
科
に
お
け
る
柔

軟
な
生
徒
募
集
に
つい
て
、
引
き

続
き
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
47
都
道
府
県
の
う

ち
、
37
道
府
県
が
全
国

募
集
を
行
っ
て
い
る
中
で
、
本

県
の
対
応
は
遅
れ
て
い
る
。
早

急
に
全
国
募
集
に
向
け
取
り
組

む
よ
う
要
望
す
る
。

　
地
域
産
業
を
学
ぶ
機
会

　

宮
川
議
員
　
県
立
高
校
の
職

要望

要望

要望

当
た
り
、
全
国
か
ら
募
集
で
き

る
よ
う
見
直
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
教
育
長　
職
業
系
専
門
学

科
で
各
校
の
学
び
の
特
色
を
生

か
し
、
県
内
外
を
問
わ
ず
幅
広

く
生
徒
募
集
を
行
う
こ
と
は
、

特
に
郡
部
に
お
い
て
意
義
の
あ

る
こ
と
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
遠
隔
地
か
ら
の
生

徒
受
入
体
制
に
つ
い
て
他
県
の

状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
37

の
道
府
県
で
全
国
募
集
を
実
施

し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
他
県
の
取
組
等
を

　
職
業
系
学
科
の
全
国
公
募

　

宮
川
議
員
　
県
立
高
校
の
職

業
系
専
門
学
科
の
生
徒
確
保
に
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